
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめまして！脳卒中リハビリテーション看護認定看護師です 
 

脳卒中リハビリテーション看護認定看護師 千野恵子 

  

認定看護師という資格をご存じでしょうか？特定分野について専門的に学び、活動している看護

師です。私は「脳卒中リハビリテーション看護」という分野の認定看護師です。脳卒中以外にも「脳」

に関連した病気の患者様・ご家族のケアに多く関わっています。 

脳疾患では、 “動く”“食べる”“話す聞く”“考える覚える”等…普段当たり前のように出来て

いたことが難しくなる患者様がほとんどです。そのため、医療福祉スタッフ以外にもご家族、地域

や職場など沢山の人の理解・協力が必要となります。多くの人の知恵や力を合わせてケアすること

を大切に活動しています。 

また、日々のケア以外に、以下の活動も認定看護師として行っています。 

 

① 摂食嚥下サポートチーム：多職種で週 1回活動しています。“食べる”場面でケアが必要な患

者様へ回復のための支援や最期まで“食べる”を楽しむ工夫の提案などを行っています。 

 

②十日町病院アート部：“アートをケアに”をテーマとし活動しています。昨年は木版似顔絵ア

ート作成のワークショップを行いました。今後は、患者様・ご家族・院内スタッフ・地域の方

との作品作りを通しリハビリテーションや社会参加に繋げていきたいと考えています。 

今年度も９月にイベント開催予定です 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 立 十 日 町 病 院 便 り 

県 立 十 日 町 病 院 広 報 誌  

病院の理念 「命の尊厳・信頼と安心の病院」を目指して 

・患者さんを中心とする医療の展開と、安全管理に努めます 

・高度医療の充実と、救命救急医療の機能強化に努めます 

・地域の中核的な病院として、他の医療施設との連携に努めます 

・優しさと思いやりのある接遇と、医療技術の研鑚に努めます 

・安らぎと潤いのある、快適な療養環境の提供に努めます 

・自己改善に積極的に取り組み、経営の健全化に努めます 

四季の彩 (夏) 
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摂食嚥下サポートチームの必需品、 

棒付き飴と介助スプーン 



 

 

県 立 十 日 町 病 院 広 報 誌  

 

 

 
 
   

 

 

 

  

 

 

         

 

 

 

                                      内科 赤嶺 学 

フレイルとは 

加齢とともに心身の活力（運動機能や認知機能など）が低下し、複数の慢性疾患の併存など

の影響もあり、生活機能が障害され、心身の脆弱性が出現した状態ですが、一方で適切な介

入・支援により、生活機能の維持向上が可能な状態と定義されています。これは機能障害に至

る前段階、つまり要介護状態に至る前段階としてもとらえることができます。 

フレイルの評価基準 

フレイルの評価方法には統一した基準はありませんが、我が国で用いられる代表的な診断方

法として改訂日本版 CHS基準があります。フレイルの代表的な 5徴候として、 

① 6ヶ月で 2kg以上の（意図しない）体重減少 

② 握力：男性＜28kg、女性＜18kg 

③ （ここ 2週間）わけもなく疲れたような感じがする 

④ 通常歩行速度＜1.0m／秒 

⑤ 軽い運動や体操を行っているか？定期的な運動やスポーツを行っているか？ 

いずれも「週に 1回もしていないと回答」 

上記３項目以上に該当する場合、身体的フレイルと分類されます。我が国では上記 5徴候に加え

て、25項目の基本チェックリストを取り入れています。 

フレイルが疑われる場合は 

フレイルは、可逆性を有する状態であり、早期発見と適切な対処により、生活機能の維持・

向上を図ることが重要です。活動を促すアプローチが有効であり、規則正しい生活習慣・食生

活、リスク因子となる認知症や歯周病などの併存疾患への対応や、独居・経済的困窮などへの

支援も必要となります。 

 

 

 

四季の彩 (夏) 

 

フレイル（要介護状態に

至る前段階）に注意 

 



 

 

面会時間：全日14:00～18:00 （1回１5分程度） 

対象者：家族（2親等まで）又は患者責任者の方 （2名以内） 

小学生以下のお子様はご遠慮ください 

※体調管理をお願いします。（37.0゜C 以上の発熱、風邪症状、下痢・嘔吐症状のある方､ 

ご家族や近しい方に同症状の方がおられる場合は面会をご遠慮ください） 

※面会時は必ず双方がマスクの着用をお願いいたします 

※面会中の、病室での飲食は禁止させていただきます 

※面会時と退室時、アルコールによる手指消毒､または石けんと流水による手洗いをしてください 

※患者様の病状により上記以外で面会が可能な場合もありますので、 

病棟スタッフへご相談ください 

 

                    

面会制限を緩和しました 
 コロナ禍が過ぎ、5類感染症となった後も感染発生状況を見ながら面会制限を継続してきましたが、 

7 月 11日より規制を緩和することになりました。感染対策のために、下記内容にご協力ください。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

外来との連携を強化しています 

    外来通院患者様の心配事や問題を、外来看護師と連携しながら拾い上げ、サービスの 

や相談先のご案内、地域支援者・地域担当者への橋渡しを強化しています。ソーシャル 

ワーカーが曜日毎に担当させていただきます。何かありましたら外来看護師にお声がけい 

ただくか、患者サポートセンター（1 階⑨番窓口）へお声がけください。 

   これまでの地域で生活を続けることが出来るよう、また安心して地域で暮らせるよう 

一緒に考えさせていただきます。患者様だけでなく､地域担当者からのご相談も受け付けて

おります。遠慮なくご連絡ください。 

 

 

 

 

 

～患者サポートセンター便り～ 

患者サポートセンター  
【お問い合わせ先】 

☎：025－757―5566（代表） 

ソーシャルワーカー 

櫻井：月・水・金担当 

ソーシャルワーカー 

金山：火・木担当 



 

 

 

令和 7年８月 1日現在 外来診療科一覧表 
 


